
誰もが安心して笑顔で暮らせる社会の創造

産業力の強化による活力の創造

安心して子どもを産み育てることができる社会の実現や高齢者福祉・障がい者福祉の充実、子どもたちの学びを
支える教育環境の整備を進めます。

まちづくりを支える強い基盤をつくるため、中小企業の支援や農林水産業の振興を進めます。

3つの創造

新型コロナウイルス感染症への対応
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4年度当初予算のポイント

重点政策項目

次なる時代を見据えた新たな魅力の創造
大分市の特色を生かした中心市街地の魅力向上や、地域拠点の機能強化を図り、個性輝く魅力あるまちを創造します。

出生児1人につき５万円を給付するほか、
中学生までの子どもの入院・通院に係る医
療費を助成するなど、子育てに係る経済的
な負担を軽減し、安心して子どもを産み育
てることができる環境の整備を図ります。

小規模事業者の販路拡大・業務効率化に対
する取り組みを支援するほか、設備投資や
創業に係る経費へ助成を行うなど、中小企
業の経営基盤の強化を図ります。

ワクチン接種を実施するほか、引き続き
PCRステーションや抗原検査センターを
設置するとともに、障がい者福祉施設、児
童福祉施設等の衛生用品の購入や施設整備
に助成を行います。

荷揚町小学校跡地複合公共施設の整備や
アートプラザの施設の長寿命化に向けた検
討を進めるとともに、引き続き、末広町一丁
目地区の再開発事業を支援するなど、中心市
街地の更なる魅力向上を図ります。

高齢者、障がい者福祉施設の開設や防災・減
災対策の取り組みに助成を行うとともに、自
らごみステーションまでごみを持ち出すこと
が困難な世帯を対象に戸別収集を行うなど、
高齢者福祉・障がい者福祉の充実を図ります。

大分市産の農林水産物を活用したイベントへ
助成を行い、地産地消を推進するとともに、農
林水産業の新規就業者や規模拡大に取り組
む認定農業者等に対し、栽培施設の整備や機
械の導入などに係る経費を補助し、競争力のあ
る産地づくりや担い手の確保・育成を図ります。

業況の悪化により資金繰りが困難になった
中小企業者等を支援するため、制度融資を創
設するほか、感染症対策機器の導入などに助
成を行います。

関崎海星館について、施設の長寿命化・機能
強化を図るほか、大南地区にスポーツ施設
を整備する取り組みを進めるなど、地域の
魅力を更に高めることで、地域の活力の維
持・増進を図ります。

大在東小学校の新設や金池小学校建替など
による学校施設整備のほか、特別支援教育
に係る補助教員等の配置や学校給食費の公
会計化など、教育環境の充実を図ります。

大都市圏での観光物産展の開催や「豊後料
理」の情報発信等を大分都市広域圏内の自
治体と協力して行うことで、おおいた産品
の魅力発信と販路の拡大を図ります。

がん検診等の無料化や学校教育活動を支援
する人材を配置するなど、新型コロナウイ
ルス感染症に幅広く対応します。

グリーンスローモビリティや自動運転車両の実
験運行を行うなど新たなモビリティの創出に向
けた取り組みを進めるとともに、ふれあい交通
の運行ルートを増設するなど、持続可能な地域
公共交通を確保する取り組みを行います。

子ども・子育て支援の充実

中小企業の経営基盤強化

感染症予防対策

中心市街地の魅力の進展

高齢者福祉・障がい者福祉の充実

農林水産業の振興

企業などへの支援・経済対策

地域の活力の維持・増進

教育環境の整備

おおいた産品の消費・販路の拡大

その他

公共交通ネットワークの構築と
利便性の向上

18億3,070万円

14億8,198万円

31億4,539万円

5億3,720万円

5億7,410万円

1億2,231万円

15億5,328万円

11億1,533万円

82億1,028万円

5,628万円

４億58万円

1億7,950万円
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歳入

民生費 863億5,720万円
教育費 217億8,494万円
土木費 213億5,086万円
衛生費 203億7,129万円
公債費 194億2,332万円
総務費 160億649万円
商工費 76億7,715万円
消防費 60億2,688万円
農林水産業費 27億4,925万円
議会費 9億2,149万円
予備費 3億円
労働費 2億2,853万円
災害復旧費 6,260万円

目的別分類

性質別分類
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市債（借入）残高

歳出

一般会計

2,032億6,000万円

市民一人当たり

42万5,738円

自主財源（47.8%）
依存財源（52.2%）

市税
788億8,819万円
           （38.8％）

繰入金  44億5,018万円（2.2％）

諸収入　
76億2,039万円（3.8％）

使用料・手数料　
34億7,188万円（1.7％）

寄附金  13億1,000万円（0.6％）
その他  15億796万円（0.7％）

国庫支出金
435億7,220万円

（21.5％）

市債  219億3,460万円 
（10.8％）

県支出金  151億5,320万円  
（7.5％）

地方交付税  99億7,000万円  
　（4.9％）

地方消費税交付金
112億600万円（5.5％）

その他  41億7,540万円（2.0％）

歳入
2,032億
6,000万円

歳出
2,032億
6,000万円

義務的経費（55.3％）
投資的経費（13.6％）
その他経費（31.1％）

人件費
310億7,381万円（15.3％）

扶助費
617億2,644万円
           （30.4％）

公債費
194億2,332万円

（9.6％）

普通建設事業費等
277億4,191万円

（13.6％）

物件費　　　　  
269億9,399万円

（13.3％）

繰出金  157億5,469万円
（7.8％）

補助費等  128億4,023万円（6.3％）

貸付金  40億8,212万円（2.0％）
維持補修費  26億4,844万円（1.3％）

出資金   4億8,170万円（0.2％）
予備費  3億円（0.1％）
積立金  1億9,335万円（0.1％）
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一般会計 2,032億6,000万円

特別会計 1,003億300万円

国民健康保険 499億7,000万円

介護保険 420億4,600万円

後期高齢者医療 68億9,700万円

公設地方卸売市場 3億4,600万円

その他 10億4,400万円

水道事業会計 185億3,600万円

公共下水道事業会計 268億3,300万円

予算総額 3,489億3,200万円

一 般 会 計

一 般 会 計

会計別予算額
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